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英語色彩語を含む強意直喩表現の分析ー文脈と媒体の関係一

竹森ありさ

1. はじめに

色彩語は比喩義を持ち、その認知プロセスについては様々な議論がされている。英語の色彩語

メタファーには Adj+N(white lie) ,V + Adj (feel blue)など様々な形式があり、形式を間わない包括

的な研究もあれば Adj+Nのみを扱ったものなども存在する。

木稿では、色彩語比喩表現の中でも、強意直喩表現を扱う。強意直喩は、概ね [NlV (as) adj. as 

N2.]という形式をもっており、 "Hercheek is as red as rose."などがこの例にあたる。形容詞が示す

性質の程度を高める表現である。色彩語メタファーには、先述の"whitelie"、"feelblue"など、感

情や嘘など本来物理的色彩をもたないものが見られるが、これらに比べて強意直喩は視覚的なっ

ながりがある場合が多い。また、メタファーは様々な形式がある一方、強意直喩はシンプルであ

りコーパスで扱いやすいと言える。

色彩語を含む強意直喩表現は、redas rose, red as fire, red as bloodなどのようにN2のスロットに

様々な名詞が入りうる。しかしこれらは全て「真っ赤」という意味を表す。 N2が文脈的にどのよ

うに違うのかについて、 NIと文脈の結びつきにより N2に選択される語彙が決定されているとい

う考えに立った上で、使用傾向を明らかにするのが本研究の目的である。

2節では先行研究を概観し、 3節で研究方法を説明する。 4節でコーパスの強意直喩表現のデー

タを示し、 5節で議論、 6節でまとめと課姐を述べる。

2. 先行研究

強意直喩表現については 2.1節と 2.2節、色彩語については 2.3節で取り上げ、 2.4節で間題点

をまとめる。

2.1 Svartengren (1918), Moon (2008)による強意直喩表現の研究

強意直喩表現の研究は、 Svartengren(1918)とMoon(2008)を取り上げる。

Svartengren (1918)は、イギリス英語で見られる 1001の強意的直喩表現を、形容詞の意味ごとに

分類して紹介し、強意直喩表現の主要な特徴をまとめている。形容詞と N2に注目して分析して

おり、それぞれの強意直喩の Nlが必ず明記されているわけではない。 (1)は形状に関し形容詞

straightの意味をもつ直喩として紹介されている。

(1)a. The highway soon became as straight as a bowstring. 
b. He stood up immediately, as straight as a fiddlestring. 
c. As straight as a thread. 
d. Straight as a surveyor's line. 
e. He usually moves to his quarry as straight as a falcon. (Svartengren 1918: 275) 

(1 a, b)はN1が示されているが、(1c,d)は何について"straight"なのかが不明である。そして、(1e)は

"falcon"の素早い飛翔という特徴を踏まえると、 "he"の姿勢の真っ直ぐさについて述べているもの

ではないので、形状に関し"straight"だと断言できるかは疑間が残る。強意直喩のNlや前後の文脈

を考慮すると、紹介されている例に含まれる形容詞の意味解釈に変更が生じ、分類も変わる可能

性がある。

続いて、 Moon(2008)は、コーパス Bankof Englishなどを中心に用いた as-similesの分布につい

ての調査である。小説において強意直喩が頻繁に使用されている点を指摘し、その理由を、描写

説明がメタファーよりわかりやすく伝わるためで、シミリーを選ぶのは読者に配慮した結果であ

ると考察している (ibid.30)。確かに作家の配慮は関係していると息われるが、 as-similesは一場面

に複数現れる傾向がある。これは作家が同じ形式の表現を用いて対比などのレトリックを利用す

る意図が考えられる（レトリックについては 5節で詳述する）。一つの表現だけでなく、複数の強

意直喩表現が相互に作用する可能性を Moon(2008)は見落としている。
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2.3小原(2016)による英語色彩語のコーパスでの分布の調査

小原(2016)は、 Wierzbicka(1990)の「色彩の概念は人間の周りにある自然物(slcy,grass, leaf, night, 

blood, fire, flame, sunなど）に根差している」という主張に対し、この自然物の名詞ど色彩語がど

れほど多く共起するのかを検証した。色彩語(Adj.)+ Nounという形式でBNCを検索した結果、
yellow, redと関連していると言われている sun,fire, flameについてはそれほど共起頻度が高くなか

った。表 lはsun,fire, flameそれぞれを修飾する色彩語をまとめたものである。

表 1(小原(2016)より）

sunを形容する色彩語 fireを形容する色彩語 flameを形容する色彩語

順位 色彩語 数 順位 色彩語 数 順位 色彩語 数

13 GOLDEN 11 16 BLACK1 20 2 BLUE 26 

16 WHITE 10 28 BLUE 13 5 ORANGE 13 

24 YELLOW 7 31 RED 11 7 YELLOW 12 

26 RED 6 36 WHITE ， 10 RED ， 
43 GREEN 7 20 GREEN 5 

Blue + fire/ flameで引用されている例には、 "Damiansnatched the phone from her hand, eyes like blue 
fire." (ibid.60) "His eyes were like blue flames, she thought, drawing her irresistibly into his fire." (ibid.61) 

などがあり、目の虹彩の色と、感情が関わることによって意外性のある共起が生じると言えるが、

小原(2016)は色彩語のみに注目している。色彩語の周辺の語も重要な情報を含んでいるので分析す

る価値があるだろう。

2.4先行研究の間起点

ここまで強意直喩表現と色彩語の先行研究を概観してきた。形容詞と vehicle2,色彩語と名詞と

いう形式に注目した分析が中心であり、強意直喩表現の使用傾向の分析は、 NIや文脈を考慮した

ものではない。 N2の相違点を明らかにするためには、 Nlや文脈も観察する必要がある。

3. 研究方法

本節では、 NlとN2の関係を分析するためにどのように研究を行うかを説明する。

本研究で扱う色彩語はwhite,black, red, blue, green, yellowの6色である。 Corpusof Contemporary 

English (COCA)のコロケーション検索で、 white,black, red, blue, green, yellowのそれぞれに最もよ

く使用される N2を 20ずつ集める。次に、個々の N2を色彩語ごとに、「身体」「着物・装身具」

「自然物」「人工物」「心理・象徴」の 5つに分類する。この分類は、 N2の言葉がどのように使わ

れるか傾向を見定めるために行う。続いて、強意的直喩表現が肯定的意味、否定的意味のどちら

で使用されているか判断する。 "Their hearts were as evil and black as coal."などのように色彩語以

外の形容詞が共起する例があるので、このような語句と、前文脈・後文脈中の表現を参考にする。

ただし、強意直喩表現が文学作品に多用される点を考慮すると、肯定や否定をはっきりと示さな

い表現がある可能性に注意しなければならない。

上述の 6色は、 Biggam(2015)のModE基本色彩語 11色(white,black, red, yellow, green, gray, blue, 

brown, purple, orange, pink)のうちの 6色である。Biggam(2015)は英語における基本色彩語の発展

を、 OE,ME,ModEごとに示した。

］この BLACKは固有名詞の一部なので色彩語の例からは外すべきと述べている（小原2016:60)。

2本稿ではRichards(1936)に倣い喩えられる言葉をtenor、喩える言葉をvehicleと呼ぶ。タイトルの「媒体」はvehicle
の訳語である。
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(2) OE : hwit, blぉc/(sweart),read, geolu, grene, grぉg

ME : whit, blak, red, yelwe, grene, grei, bleu, brown 

ModE: white, black, red, yellow, green, gray, blue, brown, purple, orange, pink 

(ibid.129) 

whiteとblackはOEでは無彩色だけでなく明るい色と暗い色をも包含していた基本的な語である

(ibid.122)。 red, blue, green, yellowは光ど色の三原色を構成し、これら 6色は色知覚的に璽要な語

である。残りの 5色に閲しては、元々色そのものではなく服や植物などを指しており、木研究で

扱う 6色に比べ基本色彩語になるまでに時間がかかっている(ibid.130)。また、これら 5色を定義

する際、基本色彩語を 2つ以上掛け合わせた色であると説明される。

「身体」「着物・装身具」「自然物」「人工物」「心理・象徴」という 5つのカテゴリーは、上村

(1999)にならったものである。この研究は芥川龍之介作品での 7つの色彩表現（白、黒、赤、青、

黄、紫、緑）について、色彩の使用傾向と意味を分析したものである。上村(1999)は色彩表現の向

けられている対象を 5つのカテゴリーに分類し、この対象別分類に基づいて、色彩がどのような

意味を表しているかを考察した。

この対象別分類は、分類が細かすぎず、強意直喩の vehicleの性質を簡潔に示すことができる。

また、強意直喩は小説に多く現れる傾向があり、この対象別分類は文学作品に適用されたものな

ので、本研究にも合うと考え採用した。

次節では、色彩直喩の N2を提示し、 Nlと文脈を確かめながら用例を見ていく。

4. データ

本節では COCAから得られたデータを示し、用例を観察する。 4.1節では 6色それぞれの N2を

紹介し、 4.2節では、肯定的・否定的使用が顕著な強意直喩表現の例を取り上げる。

4.1 N2のリスト

COCAで色彩語+as (e.g., white as)を右 5語に設定してコロケーション検索した結果、 white,

black, red, blue, green, yellowそれぞれの N2に入る語彙の上位 20項目は表 2の通りであった叫名

詞の左の数字は COCAでの順位、右の数字は頻度である。この表 2には強意直喩表現ではない例

は含まれていない。また、 20位以内に単数形と複数形の両方が含まれている場合は、それらをま

とめて一つの項目としている。表 2では、単複のどちらかでより頻度の高い方が、頻度の低い形

を包含している（例： whiteのSHEETは 100例あり、単数形は 95例、複数形は 5例見られた）。以

上の理由から、 COCAの順位と頻度は必ずしも一致しない。

これらの N2の対象別分類を行なった結果、 vehicleの語彙には以下の傾向が見られた。

・「着物・装身具」は極めて少ない。服の色は様々であるため N2に使われづらいと考えられる。

・「心理・象徴」に分類される語は blackに最も多く見られた(death,soul, hell, ace of spade, sin)。

・「自然物」に分類できた N2が最も多い。 slcy,sun, cloudなど空に関係するものが特に多い。

・全体的な傾向として、色彩語と N2を比べると色調の点で意外性が低く、「赤は血の色」「緑は

植物の色」などの連想が強く働いているのが分かる。しかし個々の vehicleがもつ色と、ある色

彩語の色調とを同じだと捉えていたとしても、つまり、 ruby,rose, fireは全て redの色調をもっと

捉えられているとしても、 vehicleによって強意直喩表現の印象は異なるはずである。なぜ印象

の異なる喩えを用いるかはそれぞれの用例を確かめなければならない。

3 以下のN2は下記の形で使用される。 2-25:ace of spade, 4-8 : robin's egg, 4-35: window cleaner, 4-37: gas flame, 
5-14: growing corn ,6-17: frog belly, 6-23: spun gold 

4 3. red, 4.blue, 5. greenの項目に所有代名詞があるが、 "Healso had red hair, red as mine, and freckles over most of his 
face."のように身体部位の様子を比較する際に用いられている。ちなみに、 5.greenのみ検索方法が他の色
彩語と異なり、名詞に限定した。その場合検索結果に所有代名詞は現れないため、 5.greenのmineは後か
ら追加したものである。 mineの順位が空欄となっているのはそのためである。
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I. white 2. black 3. red 

表 2
1 SNOW 112 1 NIGHT 94 1 BLOOD 52 

2 SHEET JOO 2 COAL 40 2 HAIR 16 

3 GHOST 53 3 PITCH 24 3 FIRE 15 

5 BONE 22 4 INK 20 4 BEET 14 

6 PAPER 15 5 MIDNIGHf 18 5 ROSES 6 

7 CHALK 18 6 HA駅 14 8 SUN 6 

8 MILK 15 7 TAR 13 ， LOBSTER 7 

， MOON 13 8 DEATH ， 10 APPLE 6 

10 LIGHT 2 ， EBONY 10 11 RUBIES 5 

11 MARBLE 10 JO RAVEN 11 14 CHERRIES 5 

12 HAIR 5 13 SOUL 7 15 CRIMSON I 

13 COTTON 7 14 HELL 8 16 FLAME 3 

15 CLOUDS 7 15 EYES 4 17 TOMATO 5 

17 CREAM 4 17 PIT 3 18 SUNSET 4 

19 ICE 6 18 SKY 10 19 BEETROOT 4 

21 MOONLIGHT 4 20 OBSIDIAN ， 21 DEVIL 3 

22 LILY 4 21 SIN ， 22 LIPS 3 

23 SUGAR 6 22 SACKCLOTH I 23 WINE 4 

24 ALABASTER 5 23 SOOT 8 26 MINE 4 

25 PEARLS 5 25 ACE 7 27 HELL 3 

4 blue 5. green 6 yellow 

I SKY 47 I GRASS 18 2 BUTTER 4 

2 SEA 12 4 SEA 5 3 SUN 2 

3 EYES 10 5 GLASS 5 5 CHEESE 2 

6 ICE 8 6 EMERALDS 4 8 DAFFODIL 2 

8 EGG 8 7 MOSS 4 ， BUTTERCUP 2 

10 HEAVEN 7 8 APPLES 4 11 PARCHMENT 2 

12 LAI年 4 ， OCEAN 3 12 MUSTARD 2 

14 MEDITERRANEAN 4 10 LEAVES 4 13 WAX 2 

18 ATLANTIC 3 II GOURD 2 14 BANANA 2 

20 OCEAN 3 12 SPRINGTIME 1 15 CHlCK 2 

25 FORGET-ME-NOTS 2 14 CORN 3 16 SUNSHINE 2 

27 SAPPHIRES 2 15 WAVES 1 17 BELLY 1 

29 PLUMS 2 MINE 2 18 GRASS 2 

30 MARBLES 2 18 SHAMROCK 2 19 FLOWERS 1 

33 LAGOON 2 20 LAWNS 2 22 LEAVES 1 

35 CLEANER 2 21 DECOR 1 23 GOLD 1 

36 INK 2 22 JADE 2 31 BIRDSEED 1 

37 FLAME 2 23 MEADOW 2 34 CURDS 1 

40 HERS 2 24 SPINACH 2 35 CANARIES 1 

42 SHADOWS 2 28 FOREST 1 39 BUTTERSCOTCH 1 
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4.2 NI、文脈と N2の関係

前節では 6色の強意直喩の N2に使用される言葉を概観した。個々の強意直喩には一般的に形

容詞 本研究では色彩語 を強調して伝えるという点が共通しているが、 N2には様々な語彙が使

用され、これにより多様な印象を生むことができる。強意直喩を用いる際は、使用者がその多様

な印象を効果的に利用してそれぞれの表現を使い分けていると考えられるが、その特定の印象を

伝える意図には、 NlとN2のつながりが関わっていると言える。つまり、 Nlが肯定的と捉えられ

るなら、それは肯定的な印象を与える N2に喩えられることになる。 Nlが否定的に捉えられる場

合も同じである。Moon(2008)はN2と形容詞のつながりから生まれる効果を指摘している(ibid.9)。

しかし tenorも、 vehicleと形容詞と相互に作用するはずである。 4.2節では Nlと文脈を明らかに

しながら、色彩語を含む強意直喩の vehicleの違いを明らかにしていく。分析した結果、用例に肯

定もしくは否定の使用傾向が分かりやすく表れているのは以下の表現であった。

表 3

肯定的 否定的

white as alabaster/ pearls/ cream white as sheet/ ghost/ marble 

black as ebony/ raven black as death 

red as cherries red as beet(root)l lobster 

blue as sky/ heaven/ seal lake/ Mediterranean/ blue as plums 
Atlantic/ ocean I lagoon 

green as grass/ moss I meadow green as glass/ grass/ moss/ corn/ lawn 

yellow: なし yellow as (various nouns) 

紙幅の関係で全ての例を取り上げることはできないが、以下にいくつか用例を挙げ、文脈、 Nl

とN2のつながりを確認したい。

● White as marble 

用例数は 10例であり、うち 9例のNlは身体部位である。この直喩は、身体の白さと冷たさの

両方を伝える。

(3) The fever faded but left behind a child with eyes dark against a pale face and skin that no longer 
blushed with life but was立坦止坐marble.

(3)での身体部位の所有者は亡くなっている。大理石も死体も白く冷たいという点が共通してい

る。 whiteas marbleは死や体調不良の文脈で用いられるため否定的な使用と言える。比喩表現 "a

heart of marble"「冷たい心」 5からも、大理石はその冷たさという点に注目されているのが分かる。

0 White as alabaster 
COCAにはwhiteas alabasterの用例が 5つ見られ、 N1は肌、歯、彫像であった。 (4)はN1が歯

の例である。

(4) Handsome, his blond hair neatly side-combed, his face fresh and confidant, his teeth as~ 虫g坐
alabaster. 

White as alabasterはwhiteas marbleと違い芙しさを表し、(4)以外の例では "beauty","handsome", 

"finely"などの肯定的な言葉が見られる。 alabasterが彫刻の材糾として使用され、芸術作品が芙し

いものであるという認識が影聾していると考えられる。

5 『ジーニアス英和大辞典』参照。
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● Black as death 

用例数は 9例であるが、うち 3例は映両版 Hamletの一節である。本研究は現代英語を分析対

象にしているためこの 3例は除外した。残りの 6例のNIは"hair","a dog", " the sky", "a tattoo", 

"water", "darkness in a tunnel"など様々である。 (5)のNIは"pistol"である。

(5) "…you do what I say or I'll kill you…" I guess he was talking about the pistol. All I could tell you 
was that it was massive, squared-off, and旦些k坐坐filh.

(5)は語り手が"I'll kill you."と背されていること、ピストルが死に至らしめる道具であることなど、

deathの概念が文脈中に存在している。 (5)以外の blackas deathが合まれる例も同様に、自殺の話

題や殺意が湧く場面など死に関係する文脈である。

OBlack as raven 

COCAでの用例数は 11であり、いくつかは"raven'sfeathers", "raven's wing(s)", "raven's sheen"の

形で N2に現れた。 NIは人間の髪や馬の毛である。 "stylishly"、"sensually"、 "shining"などの言

葉が文脈中に見られ、肯定的な使用の直喩と言える。

(6) Nazi's hair, stylishly cut, was as 辿迫涅~a旦竿's feathers. She had a dimpled square chin and full 
lips, just like her handsome father, and her beautiful almond eyes ... 

● Red as lobster 

COCAでの頻度は 7で、その全ての用例のNIが人間の肌である。

(7) Didn't I tell you you were getting too much sun? Look at you, you're!!;!! 益 alobster. 

Red as lobsterの表現が現れる文脈では、肌が赤くなる原因が示されており、 (7)のように日焼け

のほか入浴の行為もあり、これらがロブスターの調理される様と重なる。加えて、飲み過ぎが紅

潮の理由となっている例もあるが、これには lobsterのもつ「まぬけ」 6の比喩義が関係していると

考えられる。飲み過ぎや日焼けのし過ぎなどは行為者の不注意によって起こるものである。

0 Red as cherries 
用例数は 5つで、 Nlは頬、唇、ルビー、目が 1例ずつ、頬が 2例である。 (8)の"gorgeous"のほ

か、 "laugh","elite"などの肯定的な語がこの強意直喩の周りに現れた。

(8) Their hair hung down in dark curls and their lips were~ 益 cherries.They were the most gorgeous 
girls Margaret had ever seen in her life. 

cherryは陽気さ、純潔、豊穣の象徴7であり、これらのポジティブなイメージが、用例の美しい唇

と結びついていると言える。

OBlue as seal lake/ Mediterranean/ Atlantic/ ocean I lagoon 
blueを含む強意直喩表現で、 sea,lake, Mediterranean, Atlantic, ocean, lagoonがN2である用例を

合計すると 28例となり、うち Nlが"eyes"である例は 20見られた。これらはNlの日の美しさに

対する褒め言葉である。 (9)のN2はMediterraneanであり、夏の海は良い印象を与えるものである

ことを示している。

(9) Rose, has anyone ever told you your eyes are as !!! 皿坐 theMediterranean in summer? …Or that 
your lips are as luscious as red raspberries in fall? 

OBlue as sky/ heaven 

澄んだ青い日への賞賛は blueas sky/ heavenに例があり、全用例中の約半分を占める。夏の海と

同じように夏の空も芙しいものと認識されているのが分かる。

(10) Asa's eyes were as !!! 皿四hesweet summer !!IT_ and often reflected the distant thoughts of the poet 
he tried to keep hidden. 

6 OED、 『ジーニアス英和大辞典』参照。

7 『ジーニアス英和大辞典』参照。
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睛天は海を鮮やかに見せるので、夏の海と空は美しさの点でかなり近い印象で捉えられている

可能性がある。 "blueas the sea and sky"というフレーズが COCAに見られるので、青い海と空は対

として認識されていると言える。英語には空の青から生まれた色名が多くあり（福田 2017:249)、

sky-blue、horizon-blue、cerulean-blue、azure-blueなどが挙げられる。このように空の色を色名にす

るのは、「「神います天空」を崇める宗教感情をもつ民族に見られる」と福田(2017)は述べている。

0 Green as grass I moss/ meadow 
blueと同様に、 greenas grass/ moss/ meadowは主に目の虹彩の美しさを讃える表現である。 (11) 

はgreenas grassの例である。

(11) She had the most beautiful green eyes I'd ever seen.~ 皿坐spring虹塞・

肯定的文脈のgreenas grass/ moss/ meadowは"spring","springtime"の語と共起する。春の植物の緑

が最も美しい緑だという考えから(11)のような表現が生まれると考えられる。 8

● Green as grass/ moss/ corn/ lawn 

greenには"immature,raw, untrained, inexperienced."の比喩義がある(OED)agreenを含む強意直喩

表現がこの意味をもっている時、 Nlは全て人間でN2は全て植物である。植物は成長する特徴が

あるが、末熟な人もまた成長の途中である。その類似点から生まれた直喩と言える。 (12)はgreenas 

mossの例である。

(12) He's a buck private坦立坦坐creek!!!!亙~whojust followed orders, factory-like, … 

● Yellow as (various nouns) 

Yellowの強意直喩はその色彩語の比喩義"Ofa person, his or her eyes, complexion, etc.: of an 

unhealthy yellowish colour, typically as a result of old age or disease." "lacking in courage; faint-hearted; 

cowardly." (OED)を強く反映して、否定的な使用傾向が観察できる。 (13)は病気によって顔色が黄

ばんでいる様子である。

(13) All my babies had jaundice,'and when I flipped back the covers, there was this baby 

as~ 坐 abanana from a liver infection. 

(14)は臆病さを示す例である。

(14) Rainey's a repeat deserter,~ 旱坐虹血•

その他の例のNlは死体や歯が見られた。このようなネガテイプな使用には、上記の banana,butter 

の他に buttercup,mustard, wax, birdseedなどがN2に選ばれているが、色調以外にどのような特徴

をNIと共有しているのか不明であるため、選択の理由は把握できていない。

4.3分祈のまとめ

ここまで、 NI、文脈と N2の閤係について用例をいくつか示しながら分析してきた。 blackは死，

greenは未熟、 yellowは顔色の悪さや臆病などの、色彩語の比喩義に影響されている否定的な文

脈が、データの中に見られた。その一方で、色彩語の比喩義が強意直喩表現になると消失する例

もあった。 Whiteas marbleはwhiteの純粋というポジティブなイメージとは反対の否定的な表現

である。 Blackは邪悪や絶望を表すが（加えて ravenも不吉な鳥である9)、blackas ravenは美しい髪

に用いられる。 "Green-eyed"は嫉妬を意味するが、 eyesgreen as grassは魅力的な目であることを

表す。 blueは憂鬱の意味があるが、 eyesblue as the seaは褒め言葉である。このように色彩語の比

喩義が失われることが示唆するのは、色そのものが与える印象と物体の色が与えるそれは異なる

ということである。後者は人間の価値判断や習慣、感覚によって形成されたものであり、これら

は比喩表現において生かされている。そして肯定的／否定的に捉えられる Nlは肯定的／否定的に捉

8 18世紀から springgreenという色名があり、これは 5月の草木の美しい緑を指す（福田 1998:79)。
9 『ランダムハウス英和大辞典第2版』、福田(2017:266)参照。
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えられている N2を引き寄せる。個々の N2は、 N1と文脈に合う特徴と性質を有しており、これ

がvehicleとして選ばれる根拠となると言える。

5. 議論

4節では文脈が肯定的あるいは否定的だと判断できる例を挙げ、 NlとN2のつながりを確認し

たが、肯定にも否定にも分類できない用例もある。判別しにくい用例とはつまり N2の印象が弱

いものであるが、何故弱まってしまうのかを本節で議論する。

原因として考えられるのは、まず、慣用化の影馨である。強意直喩表現は何世紀も形が変わっ

ていないものがあり (e.g.,white as snow, brown as berry)、clicheとなってしまったものがある。繰り

返し使用され、強意直喩が一つの語彙として認識されると、直喩の形容詞が中心的な意味になる

代わりに、 N2の印象が弱まる。また、先行研究でも指摘されているが、強意直喩表現は頭韻や母

音韻を踏む特徴があり (e.g.,good as gold, drunk as a skunk)、これも慣用化を促す要因である

(Svartengren 1918: 456, Moon 2008:5)。

N2の印象を薄めるもう一つの要因は、強意直喩の修辞的使用である。 4節で挙げた直喩は、 N2

のもつ比喩義や象徴的な意味が反映されることで、肯定と否定のどちらかに分類できる例が多い。

しかし、修辞的に使用されることで肯定／否定の判断が難しくなる場合がある。レトリックは主に

以下 4つのパターンー対比、同一属性、作中参照、質感の類似ーが見られた。それぞれのレトリッ

クを以下に例示する。

①対比

色彩語を含む強意直喩表現の対比には、 (15)のような例がある。

(15) The springtime sun is as nill,Q立益—adaffodil floating in a sea of blue. 

強意直喩表現の対比において、比べられるのは色だけではなく、 N2の特徴をも含め様々に対比

をなす。 (15)ではyellowと"blue"と共に、空と海を対立させている。小説で外見特徴や情景を説明

する場面で、 2つ以上の色彩が使用されることは一般的によく見られる。複数の色彩語があるこ

とで、作家は対比のレトリックを使おうという考えをもつのだろう。

② 同一属性

複数の比喩表現を一場面中に用いる際に、同一カテゴリーに属するものでvehicleを揃えるレト

リックである。 (16)では 3つの色を挙げ、それぞれの tenorを宝石に喩えている。

(16) Ragnar, a humble but content fisherman, hooks a fish with " scales like sapphires, 
eyes出竿坐emeralds,and ruby red lips. " 

③ 作中参照

強意直喩表現には、作中に出現するものに影響を受けて、それを N2に使用するというパター

ンがある。 (17)では、 vehicleが登場人物の庭に咲いている花である。

(17) A dainty wee lassie she was, in her homespun frock with the baby flush in her cheeks and her eyes 
as truly blue as the forget-me-nots peeping at her from the garden grass. 

④ 質感の類似

Nlは同様の色と質感をもつものに頻繁に喩えられ、 (18)のような例がある。

(18) I'd made her some coffee the way she liked it: 辿辿益旦，…，

(18)はN1の"coffee"とN2のtarの質感が実際に近いというわけではなく、かなり強調しているが、

tarのthicknessという特徴を利用して"coffee"の濃さを効果的に伝えている。

この 4パターンは必ずしも N2の印象を弱めるものではなく、むしろ強めることがある。 4.2節

に提示した例にもこのレトリックは使われており、また、 (17)は "dainty"という言葉から、はっき

りと肯定的な文章だと判断できる。重なり合うのは、レトリックを使用した場合も 4.2節の例と

同様に、人間の知覚や習慣が影響していることを示している。また、これらの修辞的使用の例の

方が、人間の五感やカテゴリーといった基本的な経験が強く表れていると言える。
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6. まとめと課題

本稿では色彩語を含む強意直喩表現の N2の語彙について、どのような違いがあり、どのよう

にN2の言葉を使い分けるのかという問いを立て、先行研究で軽視されていたNIと文脈に着目し

て考察をした。 N2には、人間の文化や習慣によって作られた様々な印象があり、そこからさらに

比喩義や象徴が生まれることもある。使用者がNIをどう捉えるかによって、そのNIや文脈に最

もよく合致する印象をもつ言葉をvehicleに選ぶと考えられる。また、特に修辞的使用においては、

人間の基本的な感覚や経験を反映した表現となる。強意直喩表現の主な意味は形容詞、本研究で

は色彩語であるが、色だけではなく様々な要素を比較した上でN2は選ばれる。この比較はNIと

文脈、 N2が結びついていることを示唆する。

最後に、研究の課題を 3つ指摘する。まず lつ目に、分析において通時的視点が欠如している

ことである。慣用化すると N2の効果が薄まることを指摘したが、どのN2にそれが生じているの

かを確認していない。 2つ日に、肯定・否定に分類した例には、用例数が少ないものがあるので、

確実な使用傾向とは言えない。また、強意直喩は文学作品に多用されるという性質上、文脈を肯

定・否定のどちらかに二分するのは限界がある。 3つ目は、 yellowを含砂否定的な表現について

である。病気によって顔色が悪い様、歯が黄色い様子、臆病さなどを表す傾向があるものの、 N2

がどのように選択されるのかは把担できなかったため、vehicleの相違を明らかにする必要がある。
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